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健瀞既俗芸能叡甑垂絞論膵  
㈹先着“斎研究をもと首二岬岬－Ⅳ  
星野 紘二‡＝  
1，健昇段猶芸能比較論の必鬱憤  
芸能は、有名な絵酬乍晶などと同様にぅ槻界脱掛だ、各区＝ニ移動L∴こ－矧；召されている 
モスクワ芸締座のバレー㍉ 拝唱怖癌蘭など甘酢絆酢紅封糾明緑ほ摘膵砿署がしょっちゅう新  
聞に隠戟計れ∴能や歌舞様など朝日寒都南凋ぷ瀾摘湖細海外慧ミ‡潰されでいることが報道されるr】j  
矧時に民族色の遭い歌や踊り ＝矧駐鉛賂）においても、…般に気づかれることほ凍璃沌が、各  
i舅でいろいろと矧幣的な変流受「ご横 磯百う が繰り広げられているようだ聴近鑑償Lた髄Lも  
のトトフJr。ステパルう 会場で得た情報からでもぞの頻繁さがうかがえるLj イン′ド町有郎には、敬  
称掛和風取軋軌に顔をヂコレ紳卜Lての演劇姐御雁牒漉瀾拍力璃㌧て㌦戊藩㌔ 薫雄㍑＝∵Mト  
ララ用のヤクシヤガ…ナを糸株を）ゾ㌔－彬で兄せる ム軌が2棚7附用に頭悪書は滴㌦たノ訪削よ初めて  
招ことだったそうだが、すでにヨ‰…州にトリパでは多くヴ裡まj或㌣でぎ‡滴済ゐであるとプログラムに濱  
汗㌣あったノ 護た日本の沈戸の太劇場拷瀾摘用言㍍．描かれで㈲町瑚！ほ両㍗㌃行っぺ㍉㍉る骨う頂・、  
掛率‖月齢東京新凝握‡ミ櫨民俗芸能フェステパルげ、）塊をこで旬 丸 れ仙翁£㌔が譜㌦ノ〕ていたr こげ）よう  
別離兄だから、当然に緒外とま蔓押）芸能に閲心を寄せる観客あるも′もは澄好宵かが多くな♂○ていること  
が嘉㌻盲られる、ん∋ 今後このようる．ご憧向が【嘉巌専強まるに㌦コれて、世界げ）芸能か附鋸裟ほいメつたような  
情報資料が求められるようにるごるが、）ではないかとさえ思われる（一 宮ヨ孝欄内で芸能敷研究たか、  
漁掛蚤酪酢究などといって従来進められて。きたことなしと㌔薮j句 これからほ至高ぎ率のことだをナではな  
く、、それを腱界約な考察抑盲等で朝対化L〆た研究を打なわれざるを縛ない汐）ではないかと思うL，   
実際に音楽の立場から、巨ぎ革の芸能をも敵対化Lて巨三毒’汲Lた所謂j柔族番楽研究が、す僚に散  
′，卜親友去るごピによって精力的に進め鐙〕れてきたことは周知坑）通りhぞある（ノ親ノキはゃ当該酢究に  
太いに学ばねばならないげ〕と思うし、きらにまた新たなつけ加えもも㌦ていかねばならないとも  
思う。薫－れは、民俗芸能や民謡とい〆コた基層的な芸能について、普射落iのみならずち 東踊、演  
劇など視覚的な身体東現にウェイトを置いた面からの蘭lニ究も鴨線的に展開Lていかねばならな  
いということである。音階やり乳ムといった音楽的投法とは別に、まわる、絡み跳ねる、まね  
るとか、あるいほアクロバテックな根法、さらには人形を練るといったことなど、身体東規の  
薮態技法も解明されねばならないのである（フ このことばすでに民族音楽研究者サイドでも認識  
きれていて、先行研究婆）なきれている。たとえば国立民族学博物館教授であった藤井劇蘭偲瀾  
の『属騒音楽叢書9“身振りと音楽刊（注1）には、こ椚方面の先駆的論文が掲載選れており、  
濯東京文化財研究所各瞥研究員   
－－∴t65】仙泄  
今後の研究に示唆するところが太きいものがあるように思うJ〕こういった先行研究を見直し、  
それ度心一層発展きせることが今日の我々に求められていることではないかと思うD   
紬礪隼に発効したユネスコ♂漕形嘉イヒ遺産条約に基づく保護施策がも㌦〕か始まろうとしている  
が旬芸能を無形の文化財として保護施策を展開して来たEす本の状況から判断Lて、おそらく世  
界の基層的な芸能、民俗芸能についての体系化や理論化といった学締約整理作業がその絹枝と  
L′て威、要とされるぴ〕ではないかと思う。エネ・スコとLては、まず世界のどこに、どういった民  
俗芸能が分布存在しているのかがまず把擾されねばならないだろう0また錮Lらについての、  
腱界の代衆的なも♂〕鍔川スト、存続♂洩機にさら登れているもの鞘リストを作成して行くとさ  
れて虹もるから、当然になにを世界を代表する価値が之転るものとするげ）かとか、また危機的状態  
をこある謁怯承の巧コでもなにが重要なものなのかの価値判断が必要になってくると思われるr〔）つ  
盗り、従来のE∃本流の文ノ㌢ヒ財銅観念からすると、民俗芸能の歴史時彗性仁路芸の芸術性、ある  
㍍は馳鎗性畢民放性といった学術的判断基準が問題ときれることが予想される。）民族音楽研究  
などはこれまで国際的に展開されてきたので、音楽面でほ上記のようなことへ♂㌢対応は割合す  
名倉にでも可能のように思われる。それに比し、身体泰硯主体の怯承に関しての場合は、国際的  
尊P警務組織のある演劇や人形芝罵小などの場合はともかく「、日本の民俗芸能や民謡に朝当するよ  
うなもで○とも基層的な芸能分野に関Lては㌔国際的な共同研究組織は存在して来なかったと言  
かてよいL、また国際的に歩調を・合わせたそれに関凍戊研究粁）構み登ねもほとんど無かったの  
で、ここのところが果たしてスムー仙スに行宅ものなのかどうか、大変心配なところである。  
二 ゴミミ∴＝●・・、・－ ●：‾：‾●‾∫・・∴－ 5・・、－∴  
都会で職業補助洗練度齢高い晋鼎芸能畢伝統工芸など働場合闇、地層摩償灘 あるいは時代  
か汗ったこと職慨凱性を超える普劉生を持つので、そこにおいてはÅ々の生活と薫・れとの関わ  
りは、余暇とか趣味とか笥 教養のためとか、もっぱら精神生活働億かさなどに求められること  
だろう。弛…凱 平野部や山麓、草原砂漠地帯、鳥眺部などの所謂村社会に窪‡承の芸能などは、  
それぞれの他の生措ぷ毎∋、風土や歴史に規制きれている面が多く、各痺が個別的で、様々なバ  
リアン恥が生まれている。また村社会の昆年紆伝統、歴史椛‖中で、かって瑚饗感触都会や他地  
域にほもはや存在Lな宅なっている古い時代の流行芸能、そグ）残存伝承を覇Lている場合もあ  
る。ともあれ、そ軋ぞれの他の祭や年中行事、祝いごとなと手の機会に芸能は斯規する獲う汐〕であ  
春ヨ、与 村先の生活との密着度の強きがうかがわれる。特にニ♂〕梗塞層的芸能と生活との関わりに  
つ‰㌔ての論理的構造の把撞はぅ 芸能の給源や歴軋民族性、地域性などの理解職上には放せな  
∴∴キ∴rう‾∴享÷   
ニの点各こ関L旬 音楽的視点からの考察ではあるが、小泉｛．定義は問題の核心に切り込んでいた1。  
ひとつは生業盤活形態の瑚遥から、芸能の給源やその後の歴鋸j勺展開を素描し／ていた∈。教師ま  
訝楽 ぐ芸能〕についての発生時綴椚考察であるが＼原締約生業形態を現代にまで引きずってき  
圧しト一   
た漁労や狩猟に携わる少数民族㌦＼の観察調査から得た結論である 摘三2）。北米太隆、ダリ…ン  
ランドといった北極圏に住むエスキモゝ鵬“くじ、スリランカげ）ヴェッダ族、そLて東南アジア城の  
かって肖＼狩り習俗が盛んであった諸民族における音楽的特性の分析に基づくも椚である。氷上  
で生活するエスキモ加凍れ生活グ〕驚、獲物を求めて家族単位で居住し活動を展開することが伝  
統の姿だったそうで、太きくはカリブ仙叫 （親類）を食料とLていた系統と、それより後代に始  
まった鯨漁に依拠して暮らす系統との二穫の生業形態がみられるとむちう。この両者の音楽性は  
全く異なっており、そ－こに音楽（芸能）の発生を考えさせる夕山一ニンダボイン卜が認められた  
という∈1カ1日㌢血鳩エスキモ畑作敷針来∴二人にドラム状ダ）ものを叩Ⅴうて歌わせてみるとも 拍  
子畢歌い方がそ・れぞれてんでんばらばらであった。彼等がなぜ敬しゝ続ずむぅ一書こかたいうと、隣の  
者がそうしているから官当分げ）方で婆）演じているといった遥1うなのであって、両者げ）歌や打者は  
全然合っていないのである。ゝニグ〕ことば彼等が各家族ごとにカリブ仰を仕留めて食料として暮  
らしているので、他の家族と共同歩調をとる必要性が全くをいことに帰封しているだ牒うと丼  
泉は推定Lた。他方、複数♂〕家族が共同で鯨を捕獲しているエスキモーは1、同様にして演寮き  
せてみると、拍子應とがピッタり倉て）ていたという。春先に氷塊の割れ目から呼吸のために、  
一瞬の間、顔を地上に蝕す鯨を仕留めるた捌二作業椚協調性を必要凄している。ぞうし為ったこ  
とのために音楽性が彼等に生まれたのだろうと推嘉した。）m山車」【川肘■度の鯨捕獲期のために、普段  
から彼等は太鼓打ちなどの練習を得て）ているのだと．いう。）   
饗するに、、家族ごとに個別に鋸告げ：）資を得ている段階から、共同体的意識を持って食料を獲  
得したりするよ町∴路次の段階へた生活形態が魔展する過程で潜楽（芸能）が誕盤したのだと  
いう見方である。こグ）ことばひ仁ヒ軒きエスキモー一に限らず、東南アジア域のプリミテプな生晒を  
営む民族に戯いても認められるとて〉むサ加えた「一 式リランカの森林の凝地に住むヴュッダ族は、  
石著銅手代Åのように裸体で往来を歩き、；∈ぎ斧（棒もニニだ㌻刃を鱒わ†射ナた‰の）を投げつけて騰物  
（勤柳 を得ていた。彼等の耽やリズ’ムは丁度カリブー岬…・り∴ エス葦1上∵と同璃鉦∴ニ複数照鍾露じ葦が  
緒に歩調を合わせると㌦Lううことがなか〆〕たとむ㌔う乙〕ところが∴計湾鞘かって首覇吟習俗癒着  
！ノていた少数民族などグ〕場合は（ほかにも首狩りは、フィリピンのイブニアト族句 ポルネ璃’♂）ダ  
ヤタ族、中国のり族、インド仰ビルマ国境地帯のナガ族なと甘なた悠城の諸民族に行われて転、た〕、  
ハ血モニ山部昌が発達しているり きわめて音楽的なのである。自分運が他凝落の瀞の常を狩る  
のか、∴避に敵から打労連椚甫が狩られてLまうのか、ぞういう緊迫した状況下においては集落  
の成崇＝司上の行動の綬鵬一化のた捌二随分と神経が使われている。才徳等伊〕合唱伊〕ノ雪血モこ山一・路緻  
密削ま、外部の研究者が仮にピ）タリと督〆○ているように聞こえたとしても1、彼等グ〕か㌘はまだ  
まだ不十分だと判断していることが間指あったという。つまりそこには、欄蘭蒐薯磯性が盤ま  
れていたのだととの理解である。   
以上紆事例は原初的な生活形態の場針ごあるが、か泉は、その橡卑巨ぎに登るま「㌘の歴敷の変  
遷過程のことに㌦コいても蔑描Lて㌦、た。王権による人民統治の時代、そLてぞの彼の分業時代  
以後の音楽（芸能）の特徴についてである。王権時代になると、合唱ハ血モニ仰形式が消えて  
1・－－1しう7－▼、－－・「   
ユニゾン解式が発展Lたとゝうう。また〆その後の時代各二重って所謂芸術音楽（芸能）が嚢消毒Lた  
とのだと説明した。   
発生論とは別に、生活将に生業との関わりを、身体表現に視薫をおいてかなり掘り【【【F「げてい  
たと思うのが、前述の 酢民族音楽叢書9 ふ£身掻をプと音楽”」j所戟の小川了択「生業＃身振り 〃勤  
搾－ダン鼠巨襟あー封㌔∵γま炉アプリか∴セネガル紆牧畜民ブルペ旅や明観察に基づきダンス  
の所作の特徴別巻摘Lて♭箋た。碑鳴きや井戸の永汲みといった労働繹策動作と舞踊劾作との関  
連性を分析Lて見せたのであるく。ブタレペ旗の踊りぷりに、時祈り尻を枚方に突き出すような転  
がヨが見られ㌦るが、これは隣接地汐〕農耕民で踊りに優れた富｛ンオロブ族において顕著に見られるも  
㌘ぅであり、掬担がそれほど瀾億で蒐㍍ブルーベ族にそれが影響したものと考かられるとのことこ。  
他方教案の杵鳴きや発声後みといった労働作業は、常に腰を前後きせながら身体を上下動させ  
ながら行ってしうるというジ さらにまたアuアーブかでは一一般的に、母親の背に負ぶわされた赤ん坊  
は両脚を直角に祈って鼠を下方に突きだす姿勢をLており 、また、ブタブリカ′Å、は腰を深く曲げ  
た姿勢を少しも苦痛に思わないたころがあるのだという。こういった日常生活上打習性がが、  
紀を後方毒二衆きた録すような凝りと何らか関係しているだろうとづ、川ほ指摘した♂〕である。〉 こう  
ミカルであると言わ針Lて  も∫うった日常敏活冊虹の動作特徴は、¶一般にアフリカÅの音楽館鵜がリズ  
もー箆ること藍こも関連Lて♭㌔るとも述べている。導きつとも同ノ㌧は、ダンスの所作は日常♂）身体の動  
きを洗練し 当 様式ノはし、体系ノ㌢ヒL．たもが）であって、ストレ血トにその特徴が反映したものだと  
は考えて㌦ちなも鳥。そこの関緑性の説明には苦労Lていた。そこぴ）ところの説明の難Lきは、比  
喩的東硯を借牒て璃葦憶説潤する方法しかない汐）である。結局ぎ司ノ先は、一文化は宙に浮かぷミノ  
ムか開から椚漂うる璃のだという」岩狂言慶治の論考 摘三3う に助けを求めたr。つまり、一機踊”  
を岩田汐）言う  議£文すヒダウ と読み替えて、それは、無意識的に日常行為を繰り返す．．ミノムシが析  
出蔓〆た中空に浮かぷからのような虚構ではあるもの汐〕勺 何らかの意識化を経たそれの背後でほ、  －●  
う藍して㌔ ま寅二元に戻って㌦㌔るむ㌦もう仙一種の自己接着に陥っている地点に漂着L．たこたを私は  
感ずる。J   
芸能の嫉まをヨとか旬 その時柁的変遷、民族的特徴を語ろう之こする時には人々の生業生活に触  
れぎ協を職場沌雄淵禦軋も撫つもこういった凍っかいなことが常につきまとう 。予卜凝文夫もこの  
ことにす僚に脳底牒≠たように思う。例えば、ひとつは、，民謡とは労働作業と密接不育づ州分なな  
も鞘であるとちげちう叫一般的な説明に反論して見せたむ線路工夫の致とか土鳩き耽などの〉【瑠脾例  
を際転√亀て1ゝ仕事削二歌など敬■つたら搾業が停滞するはずだから、そういった考え方は－ん肌山考を賓  
サると。それは仕事が終ゎってからとか、作業の刹那ニゝ審び。とか願いを籠めたりLて敬った  
ものに遠㍍篭るご㌦もと説明Lた（注塊う。また、韓国のjjズムは三拍子であり、それは跳躍的な騎馬  
民族の身体性に由来するとよく説明登れるが、自身の韓匡憫で汐〕わらぺ敬や民謡獅フィ山ルド  
ワー一夕溺愛噂職経験から、日常生活上には業際はそんなことはなく、、音楽的表現を・する段に至  
ってはじめて三拍子形式となる汐）だろうと説明Lた（注5ラ。｝それでは、カリブ輌－エスキモー  
－1t持一一   
と鯨エスキモ岬一紺比較や、ヴ⊥ッ夕闇沈牒膵＝習俗を捲り民魔たの比麿から導き出きれた小泉  
の音楽性の有難グ用蔓拠説軋、つまり生業生胤㌫りび細量遥′とげ澗係説明ほ一体どういうふうに受  
けとればよいのだろうか。私はこの問題については、小磯がそれを述べていたん州立の凝餐．ぎ】Å  
はなぜ敢をうたうれj、ぞういう設問的テ～リ…【マを掲げたこと自体に意味があるだろうと考える。  
っまりこれまでグ〕音楽や芸能瑚研究者は、音楽性とか芸術性あるいは教態朋友法のことばかり  
に往巨＝ノてきたのだが、そればかりでは済まないことがある弓。音楽芸能に問わる塗薬生活のこ  
ととかち Åの暮らL嚢体のことを考慮Lた研究を大木に磯鳩鳩車ればならないと、小泉ほ鴨憾  
Lて見せたが〕だと思う（j ニげ〕親方がど率い㌣阻わ時にあるかの完璧な説欄はもとより効㍑諭ぺ  
とだとLて温〉、人々げ班二清文宵ヒ、社会史体のことを考慮Lない学問研究には意味が見出せなか  
〆○たということであろう（〉民族音楽研究とはそういう研究でなければならかJr箋という信念がぅ  
′卜厳にはあ〆つたダブではなら鳥かと私は考える∫∵J我々が志向Lている世界椚罵俗芸能職此麿潮磯樟  
おいてもこのことはしかりな〝）ではないだタ㌔うか 
、  －－   －     －   
ニれはよく勘こするテ師叫マであるが、巨二言奉なと～で行っている無形の文化財保護凝磯ぷ透ル溌  
もよくこげ〕ことが議論とるごて。）てきた（J埜ミきて存在t㌦ているず烹ミ承に対Lて條瀦措潜るごど範たLて  
意味があるのだろうかと∴疑問を里する向きが相棒多いの皿㌘ある「〕現代の流行芸能などは放で〕  
ておいても自Ⅵ違こでゝきる〝）だがも 伝統芸能グヨ場合】は▼雄遽凋で塾ないケ血牒が静電旬 日奉では或  
化財保護行政サイドなどから㍍）経済的り友接が行われて粟たわ提グ伊㌘あるrlニれに対雷㌦てなぜそう  
までするのかと凍間が星計れるこたが多かったびたつにほ∴ こ既瀾計紆凰藤 ぐ文化財）椚憾瀾  
に帰国していJるのではな㌦鶏かた思われるぞヨ舷漸や離別う 建造物な（とゼぴつ㈲形♂〕過渡が巨＝ニ見える  
物隊患化射である椚に対Lて、こ椚鳩磯璃∴ 目に瀾議ぶする 上村に閉こえはする）鶴沼慨㌦ 薫  
れは時間の推移とと婆）に瞬間瞬間に消え嘉γ㌦）てしまう非物蔓琵存在であるため笥 それらが穀〆○て  
いるはず〝）ダメー〃仙ジなんかは明確にならなも咽であるr′ ぞれは瑞に生きている太閤に体現きれ  
ているn梯斎覧化された技芸や心漉いと邑㌦て相貌化豊繁れてい」るが〔′ しか‰遮な一機慨漕濁略服凍超  
えて身体から身体／㌔とバトンタッチ登れて藩たもぎ）どと理解されている£。たころがその礫式や伐  
紋は附硯賓阻軋柁をもってLか確儲で牒ない職愕・あ計上途中のプ甘セスは、いかなる変容愛機  
がなされていようたも体現者以外には確認げ）しようがない♂〕である。体現者はbもくらで寝）伝統  
的様式を捨て去り、創作改変した技芸を弄することが可能なの山㌘ある算 また現代に生きる彼等  
の意志は、他者び〕誰も紡ぎようがないのである。ぞこは体現者に任せるLかなもノ1・伊）である「）そ  
ういった生ある者の変容変化に州叩一体維が稗さすことができるだろうかというのが∴賢能椚様式  
秒胤浮動固か㌣いか行政施策へ銅山般的な疑問であり、逆に、体現者の創造性を積極的に助段  
せよという提言すらも生ま才′Lるグ）である－、〕ところがこの論理に見落とされていることがこダと㌔つ  
ある。パターン化された様式という剃ま、そグ）体現者たダ）うとするそ伊）個体によって獲得され  
州棚＝沌巨刷   
るものであって、けっLて先天的な所与のものではないということである。これに取り組む輝  
終の資質や努力、鍛錬、創意工夫なくしては存在し得ない婆）のである。ここでは、いわば個体  
の創造性によって成し遂げ「られても㌔るのである。そこには経でもが至れるものではない境地  
（芸職散界と㌔ううか、高みとも㌔篭うか巨があるのである。こういった様式の体現者たろうとする者  
を発掘し≠育成する、と♭㌔った奨励施策く後継者の東成事業）ほけっLて無意味なことではな㍍  
だ塾う。ノ保護施策と問いただけで全てが無駄なことだと解する尤がよくいるが、こういったこ  
と鞘有効性までは暫浸出粟なも篭であろう。   
かって創膵舞踊で評判をとっていた日本舞踊の吾妻徳穂が、ヰも親友克との対談の中で、古鼎  
をし甘か紹た身にりけておか憩いと新しいも翻なんか踊れないものだセ、自ら藍㈲潜機璃「三  
井の晩鐘“j の体験に基づき次椚ように語っていた（注6）。  
こ和銅か）のために腰里のう雀）患いまLたし、痩せる思いを味わい続けました．。本当に苦  
いル狛紆㌣れ。また粗 それくらい針がけにならなきゃ あたらしいも釣はつくり出せ  
ないんです。  
つ慧り、ほ本線鏑鞘喜藤椚様式を絡み出署＿ノて新！ノいものを創り出すことの難しさを訴えた詣で乃  
あるが、古典の様式の蟻に磯当するような創作の高みに至ることの至難きを物語っているの山㌘  
あ愚。すなわち裏返せばも 青輿の様式の高みとは、たゆまぎる稽古を藍ね、いわば創造的な飛  
躍に匹敵することをもな登ぬぼ達L碍ない賓）のだということであろう。伝統芸能の塑や嫌式た  
ももうと、山般には不変の礫に思われることにおいても、菜は世代ごとに個体を異にLて、それ  
ぞ甑の創遷的な致が紡が艶て発ているものだと見なすべきではないかと思うのである。′   
wヒ記の例は、ブロワニこ、ジかヨナルな専門家連汐）舞華㌻芸術芸能の場合である。他方その多くが  
非専業者の手になる民俗芸能云ヒか民謡もといった村社会に存在瑠岬る基層的な伝統芸能においても。、  
そ翻意育た朗岬保護施策最こつも∫もては上記同様に…一般から誤解されているが、それらが見落としがち  
な汲ももまた一重二記同様にある椚である。ニの労～野ではきらにまた次のようなこともある。、こ犯  
ような基層純な芸能㌔柑教会の伝統芸絶におをナる伝統と創造の関わ造ブについてJd、鹿は、わらペ  
耽〆句㍉郎党駆約かつ綿力約な調査分析を通じて、、削り生態を見尊に描き出していた ほ主7）ぐ。縄跳  
び句鬼ごっニ、まを3つ重などなど汐）遊びの申で子供たちは、生き生きと創作振りを剰饗してむ急  
二－て二土しムーてぅ  
例ぇば、  
東経ぎドカン（道濃う が破裂して  
艮jから尉「布がコロJンプ筑  
財布の中はサイテンゲ陳プ♭  
－117阜卜・   
などという歌を見ると、まったく新しい歌かと思う。ところが最初の行は、   
一裂ランバン（談判）破裂Lて   
という明酬喜代の歌詞から凍ているし、第二行目ほ、   
山から小僧が飛んで来た   
というのと関係があるだろう。歌詞を見てもそうだが、旋繚の基づく晋階や冒ブズム≠   
それに旋律弦や楽式など、まったく伝統的で。音楽的には新1〟い要素がない。  
歌詞を奔放に改変鰍搾＝．㌦・ている子供達であるが、馴紆やリズムなどは日本の伝統的〆Jギタ町ンを  
踏襲しているというのである。岨牒旧態依然とLて見える基層的な伝統芸経であるが旬実際は  
即つ枠組み自体を壊すわけではないが、結構時代を反映した活発な創作がなされているという  
ことであるr。も1〆○とも、民俗芸能の場合は繁華コ年中行事翻弄りのも♂∋であり、また民謡は穫J々  
の作業の折りのも♂〕であって、子供の遊び－の祈りのわらペ歌の場合と、活発削こおーいて全て岡  
一山視することが出来ないところもあるが。   
しかしながら民俗芸能などの場合ば、またもうこ♪とつ硯地伝承の館甜ヒ（ステ仰ジイk）とい  
う考慮すべき創作改変の間接もある。）すなわち緋易や文イヒ会館などぴ〕締緒舞台上での上演にと  
もない、これら芸能の現地伝承性の保持妻夏j何が閉篭視きれ、このニとにどう対処するぺきかは  
国際的な喜果茂と婆）なっているようだn例えば、無形文化遺産条約のもとで無形文化伝承の保存  
施策を展開Lようとしている，、エネ、スコ当局に、おいてこのことが婆）つか検討黎項となっている  
ようだく＿）例えばイラング）ユネスコ国内委員会の文化部長氏ほ、20掴単に太阪で開催きれた専門家  
による国際会議の祈年謹♂）プレゼンテ血相ション資料♂洞fで凍グ）ように雷いてい差ニ。  
従来ほ、西欧的近代化潮流和中で億凝瀾憮灘撒皿瀾濾凍磯視L、軽視L、他方、あり  
しよき過去の巨富への郷愁感を強調して、観光客におもねたステhジ化したものを則針プ  
出し、ニ㍗Ⅴ－シャリズbムを追求して頚莞た。。今やイスラエルではそのような施策を回避  
し．‥‥…‥  
日本でも、例えば今E汀影をひそめてLまったが1、わらび座や宝塚歌劇【瑠などは、各地の民俗芸  
能を舞台用に改変アレンジ■し．一〟、園内の文化会館J㍗劇場などを巡回公演したり、海外公演にも出  
かけていた。それらのスタイルは、極端に貰うと石、今日もテレビ報遭で時折散見される北鰍鮮  
の歌舞団形式のものに近く、踊り振りが槻Lて西洋パ‰〆－一風に整えられている。それは、これ  
まで来E訂公演もいくつかあ㌦〕た、中岡民族耽繚瞳‡のものやソ連げ）民族館榊アンサンプルなどの  
ものにも共通Lていて、こ〉0民族の舞踊と淋しつつも、踊り振りはどグ）民族の場合感）全く一山色  
で、わずかに衣裳や楽器などだけが違っているという風なものであった。これも民族舞踊にお  
けるひとつの世界的な画一－－▲化現象だと貰えようn こういった傾向はホテルのステ叫－ジ上での観  
光客のため鞘ショウもLかりである。この硯象ばひとつは、政界各地の文化的インフラ設備が、  
′▲・・17l・一   
もノ1ずれもプロセエアームア仰チ舗ステーージを有した西欧近代建造物の劇場や音楽堂、文ノ化会館  
に席巻されたことに支えられていたのではないかと私は推察する。Lたがって、ステhジ民族  
舞踊スタイルから今や決別Lな酬Lばならないと記Lていた、イラン埠ユネ／スコ園内委員会の  
産張は確かに当を得ているとは私も思うのだが、今後その方針をどう貰いて行くのかは考えど  
ころなのだと思う。交響楽、オペラ、バレーなど西洋風舞台芸術のための構造機能を着した施  
設舞台を借りて、村社会空間伝承のパブオ加－マンスの味わいをいかをニLて娘L出L〆て行くのか、  
そこ職工去如何がボイン恥になるのだろう。故本荘ぼ次（文化功労削 が堅持Lていた民俗芸  
能♂〕新緑舞台での上演方法ほ、照明はベタ明かりでなければならないというように、既存の舞  
掛浄鮪賂韓機能をできるだ労使潤しないようにすることであった。しかLテレビ放送番組削作  
会社などの企業サイドでは鴇観客太衆ダ〕ことを思いやってそういったヂ打方法を避ける。近年は、  
会場たしてこの穫ホ岬ル会館やステージを飛び出して、野外の特設ステ仙・ジを構えるなとす新た  
な空間環境を追求Lてもいる。1ともあれ如何なる場所や機会での上演であろうと‰、それは村  
社会怯承芸能の本来汐〕ヂメンションとは異なる場所でのパブ勇m仙マンスに変わかプはないな¢）で  
ある。それらイベント蚤二出演することば、伝承者選にとって市場（稼ぎ場）が広がったことで  
あり歓迎すべきことではあるが、現地での祭、年中行事などでの伝統的な執り行いは、今後と  
も忘れずに続けて紆くことが出来るのかどうかが問題なのだと思う。そこ汐）ところが、今日Å  
日和過疎すとなどにより太変難しくなっている（。だから聴済的支援など、彼等をサボーー… 卜して行  
く文化財保護行陵施策などほ有意義と言うべきであろう。   
ともあれ、今日の柑の踊りの伝承者遂は、昔のÅ遂に比べていろいろと∵グルチに機会をこな  
Lて孝青かな柑ればならなも〆篭紆ぞある。第一∴次産業㌣相補離穿とサラリ㌧・－マン との兼業者が増えて  
♭つ寝るのであをブ、まさをこ射でな彼等であるノ。彼等はタフでなければならない。）伝統的な村社会の  
蟻で職執り術府場内ほ凍瀾摘㍑て欲Lいものである。  
4，世界の民俗芸能のの民族性や地域性、伝播変容の問題   
隆界の芸能汐〕敦態の民族性畢、地域性あるいは伝播変容などを明らかにすることが柑銅踊り  
など椚倣界展望俗芸能比較論のメ：－ンテ抽1アであるが、漸くそダ）ことに言及する時点に登った 
最初に民族性や地域性につち〆1てである。これについては、例び〕『民族音楽茶番9“身振り（ヒ  
音楽タタ』所蔵♂〕巨冒柑毅郎「インドネシアの舞踊…身体から宇宙J㌦州圭が参考となる。．太ノト十万数－－F一  
げ）島々に、二百以上の民族集団を抱えたインドネシア域撼に分布する舞踊グ）、b 複雑馴妓にわた  
る多数の怯承を丹念に整禦巨して見せて電れた優れた論考だと思う帯 まずインド漆、シア域の民族   ●－●－一  
勝数をおめ、でいる新マレ…の三つに分かち、それぞれの教態の特徴を次のように記した。頚冊【  
濁トラロイドとプ毎号昏Ⅴレ血におもうては、男♂〕踊りの場合であるが、「りかなりの高きまで垂直  
に飛び上がる、ともノ1う効きが顕著にある」とのことr）次にプロト・マレ…の場合は、「背面の緊  
刷172叫   
張をゆるめて、体墓を股の内側からjま卯弓側にかけてグ）筋肉によってH濫える構えが多く見られ  
るく〕膝は接近†困ノ軋は、爪先が中馴向く、い来場戊「捌貨になる1ノ膝は低く体は屈め加減で、体  
研珊尻裾恒溌牒心蜘津幡が行われる〔つ またよ己射酬投に烹ツ互に踏み込むことによ－つて、棒  
金体がノb乃字の進行をす乱戦合‰多い」とげ）こと、）さらに緋1グレーw汐う場合はり句「〟かかとに重心を  
置いて足をいわゆる外股に問いた構えに絡大の特徴がある、－j としている人）木般に教書酎まなかな  
か相手に具体的イメー州ジを♪伝え難いもげJであるが、この機盲㌢も、田村が説明に酬」－してくれた  
写真資料と併せてなんとかを“の特徴説憫が埋姉できるというもげつであるrJも〆〕と尋」言紫による  
敵艶矧掛乃限界を嘆いて凍Lようがない ｝ニ溝を先に進めたい「｝芸能、数態刷毛族性ほ一般論と  
Lて、普遍的価値逐一有憎‾る撼にう針山〆た芸術的轢台芸能よ右巨も、小泉が指摘していたのだが、わ  
らペ歌∴磨読乱一郷土卦絶 卜民俗芸能）といった牒磯咽ぼ浦㍑■菅（7〕基調となるものが新規するこ  
とがひとつ〔。ふたで〕には現代枕好の芸能よりも当禦ミのことながら伝統芸能にそ済むは蕃桟Lてい  
ると言えるだろうモj またそれが鍾硯する捌ま、′j、厳によれば、，外因〝）もげうが輸Åされた時期、  
新Lい芸術様式が生まれる時期、社会劇憐憫押変化によって、諭つ椚撞結する様式内部で変容  
が起こ1つた時期などにおいてである 摘三8） 
郡鞘闇紺∴ 土升掛那紺摘爛惚演に臥いご 伸びる夢屈紅」という老輩を審㍍てい鳶が、  
まさに線的グ）新Lいスダ′でルの薮）のが出現Lた時点で鴇 ＝率的｝東洋的級態町民族僅、地域性  
が露呈したのを捉えていた〝）であるも＼それは［那羊的な‘＆伸びる’き姿態とは対照的なii屈鉦”姿  
態に視れていたのである ∈注9） 
ギ1jンヤ以東グ）【邪羊の丸棒ダラ憾纂グ）簑学は、その紳に追㌦つた完成策に理想があ〟二〕たくと  
いうペきであろうがも ぞ伊う理念には肉体♂）首〃伸び」が昏邑⊥ニ〕身才一るし「障れ」の表現がそれ  
である「これに刹圧J∴廿率で闇∴ う雛胱阻念とLパリ封如峯ほ錦城ほれていない。肉体  
針暫靂することをこよる摘沖美力も強調されてきた£≠めにゝ 肉豚を叩きぴつめすこくと患こよる  
美的感動がある（整いえばある〔∋「痩躯鶴坑）ことL〆月 がち 姫削！勺な 経び）美的肉体♂）表現  
である♂）は、そこに、心身とぜ）に脱落し〆つくを〆た勺、肉体の璧なる美をみようとし、乾い  
るからてrあダ）うし－  
喩えではあるが、「痩躯鶴椚ごたし」教態にこ始られた］奉納（磯禅的トL、の働きを描写してい  
る椚である「ノ またこ牒凋緋鯉に逓減＝∴㌃いる嚢律里矧聞や虜沌㌫範タイル膠凋銅数にも康雄㌔ 一うに言及  
していた。  －■－－●  
舞台は狭いほどよいという理念がある。Jしたがて）て、身体も r【縮め」「明かがむ」抑をよ  
し仁とするのは』ゝうまで薮）なかろう。す㌦・克て魂を【絡め射 ため汐〕条件である。 
また、巨j本舞踊の叢の末硯が、肉体増【のもが）ではなく、肉体をできるだけ穫叫揺す   
1∴ミ  
を誇示しようとするタイツ姿♂苅羊舞  衣裳実に焦点を肇しているのは、できるだけ肉体  
とはまた対択的である。j  
このような整懇の民族性ゝ地域性紆把擾説灘が、日本（東漸 と掛羊の比較のみならず、イン  
ドや酋アジア、アフリカも オセアニアその胤世界各地地域間の漁俗的芸能についても全体的  
に展開されなければならないのだるう。ユそのようにして掛野の民俗芸能の比較論は確立されて  
行くのだろうと思う〔 
次に薩播変容の開運について言及Lたい。）ここで二つの薮態について考察する。まずはじめ  
は句軒民族音楽叢書9“身ぶりと音楽学ヲ』所載の護雅夫の「イスラムにおける音楽と舞踊00メヴ  
レヴイ…歌登‡町隠密をめぐ烏て」が提示している旋舞の発祥と伝播に関する見解が興味深いの  
で取り上げる。護は、トルコ汐〕イスラム神秘主兼教団紆旋回舞踊は、江上波太♂対旨摘を根拠に、  
斑紋牽か鮮卑といて〕た内陸アジア城の騎馬遊牧民族の林や木の周囲をめぐって神を招き降す信仰  
習俗に起源する…ものだと記している。トルコ民族が軋i世紀に内陸アジアから現在の中東グ）地トル  
コに移住Lてきた‰ぴ〕であること、旋回舞踊が神秘主義教徒が孝一れによって神Å合【¶肌膿げ）境地に  
至るも椚であるたことが、内陸アジアの“神招き”シヤー岬マニズムに通ずることからの推論で  
ある。騎馬遊牧民♂〕栗牧の可1二百ニ（カガンノ）の即位儀礼において熱箋三をフェルトに乗せ臣下逆が  
太陽犯進行職順に丸回まわっでいたということを∴内陸アジア域の焼倒蘭作の具体例とLて挙  
ぼて㍍濾が、それが舞踊行数にどうつながったものであるかを深める作業が必要であろう。ま  
た今日グ）神秘主義教団の旋回舞踊においては句踊り手の中心に柱状グ）ものが存在しているもの  
ではない。ニういった点からも護の推論はなお補強されか戊き問題を有しているが、一考に催  
する提案だと私は思う（。例えば日本の盆踊りの翰踊り形式には、すでにこの論に共通すること  
が指摘きれていたのである。祈に〟i信義は、盆の念仏踊吟畢盆踊りにおいて、庵慨中心にある柱  
状和も椚などをまわをブ折ることについて次のように記していたが、護の言う内陸アジア騎馬遊  
牧民の旋回行動につながる岩ら♂）ではないかと思わせるのである（柱1桝。  
このト道行き薮が、賓は盆び）踊を）の根本である。）退歩きながら、鉦を蔽いて 、新盆の家  
の巌で翰を作って踊る或は紳祭りと同一一山で、月夜グ）娩に、雨傘を指したり～、踊りの中  
心に柱をたてた喝する。紳度招実時には 中東に柱を樹てゝ其のまほりを踊て）て廻る  
のが塑である。此締降L．の様式を。怠惰踊りは探り入れて屠るのだ。  
またこの－や心の娃状のものとLては，も 盆踊りにおける音頭取りグ〕ような人間の場合もあるし、  
また、燈籠のような場合もあったことを次のように記していた。  
盆執りの音頭とりは、砕身のよりまLであったものであらう。我々の推測は、更に百  
一－1丁・ト・   
萬遥や、幼遊びのなかのなかグ〕パ嘱宜にも、鼠御柱廻り伊）遺風を見る♂〕である。盆踊  
りの輪形に廻る釧ま、中敷に娃㌘）あった尊を暗示するのは勿論であるが、時代によっ  
ては、高燈寵なり切籠燈籠なりを立てた翠もあ】つたらLむゝ。  
甘本の神祭や盆踊りなどの、、中心になる婆）グ〕を翰になって廻る所為が内陸アジア城の騎馬敏忍  
民の祭形式の伝播によるもげ）なのかどうかは、巨巨本人騎一軋私腹線源説たあ瞑まって慨咽凋鯨凋  
選であるが、、今窪］げ〕ところは払は明瞭にし得ない。筆者はかぬて£り、巨i本の盆踊りを含めて、  
中国の西南墟び）多くの少数民族からロシア句 ヨh州ロッパ域に居住するÅ々♂〕聞に広く分布Lて  
いる端折りに注目Lているのであるが旬 そ開発祥地につ虹’もては皆目心当たりがなかったので瀬  
の見解には心引かれるものがある（〕ぞの精査は後巨すに委ねることとLて、喩踊をヨの教憩の変容  
形態について－一山、二譜て）ておきたしもことがあるr。ひとつは、今巨ぎの日本ダブ盆踊りでは1、子供の  
遊びのカゴメカゴメのように手をつなき㍗あって踊るということがほとんどな鴬て海 佐渡おけさ  
風の手踊り形式が山般化していることである。奈良平安朝の頃宮廷数族渡によって盛んに踊ら  
れた踏歌が盆踊り汐う脱にも太㌢プ込だのでほないかと経きれてもいるが、それの元となった中閥  
の踏歌は、ら 旧唐督グ絹己戟などによると手を劇つなぎあって踊っていたようだの管見によれば目率  
列島本島城では岐阜県の鷹美濃地方hの漁網りに。、あるいは静岡県プ軋良卵田遊びの中細輪の形の  ●－－－－一  
見られるのであって、当数態が皆雛というわらナでほなも′も。LかLながら、何時和讃からかはと  
もく、今日日本全体椚中で、これが稀少な存在となった汐〕にほ何か劉葡が隠されて板1るはずで  
ある｛一〕あるいは近世の伊勢音頭汐）踊り㌘）流婚が関係Lていた壕．きのであるかどうか。同様に事情  
を知りたくなるげ）だから、こげ）穫教団舞踊の数態のパ1jエ輌ワションとLてはもうひとつあるこ。  
映像記録を追っで行くと∴紗漠紆罵ヴェ㌍ウインはイラクで㌃押掛手針≠な勘針が㌣創簡町  
行なっでいるが執 輪踊りではなくラノインダン謀ゝの形で縛っているt。またモロッコげ～）㌦射レベル施  
♂）それ‰列踊りである。。これは叫叫い一体どう説明したらよい銅であろうか？薮態は予鷲万化を繰り  
返して栄たもであり、それが一山り叫磯′←誹 瞭消え去って行宅もグ）だから、ことを給ずるに当たっての  
証拠探L〆が太変困難なのだく。だから縦断研こ死者グ3手を出し堆かった領域なダブであ点〉。ニれら㌘）  
伝播変容論とはその迷路をたとギる作家の上に成り立つということだろう。   
次に曲芸的というか、武芸的たいうか、芸能の次第のと苛こかで“轟わどさ”を発嫁するアク  
ロバティッタな技法の伝播変容にて）いて触れておきたい。日本ではこれら鞘波及敵機せ舟磯澤－  
と称L太陸から怯来したものと説かれてきた。今日げ）民俗芸能におい柳どもそれが色々に行われ  
ている。桑名グ）伊勢太神楽グ〕，、人げ）屑の上に発〆コた花魁が傘を片足挙げてみせる演技ヤ、伊予  
の獅子舞ほかにみる三段の継ぎ獅頂こ㌦なと瀾節子舞の余興鶴がひとつである。）ほかにも、爾謡の手  
のひらに載せた盆や勝を落とすことなくず 前転、後転を見せる神楽の盆の靡（脾の舞）、利根川  
流域のツタ舞の藻のぼりや加賀の鳶職による柱上の放れ技など、ゝあちこちに散見きれるのであ  
る。日本の継ぎ獅刊乳の芋は稼閏の厳寒にも見られ、この穫の放れ絃は中国でほ今日維彼の名  
仙175岬   
称で宅くれ牒椛かと思う。中国で盛んな高謬轟（日本の竹馬風の才友）は、アフリカなどでも見受  
をナられ、この種群雲芸妓の世界伝播の広がりというか、その普及のすばやさといったことを感じ  
私。掛率相継ぎ獅子みたいにÅ牒屑の上に別の者がすくっと立って見せる場層頼れ1ウズベキス  
タンのパブ勇ルー岬「㌢ンヌ、にも見られ、またトルコのナイフの躇用が、コ山カサスの方では、観客  
の肝を冷やす手とな・つて♭ゝる。   
例の『民族音楽叢書9“身ぶりと音楽”』にはも松浦恒雄和「中国の伝統音楽胤別におけるア  
クロバティッタ性¶…血身体表現げ〕表徴性をめぐって＿jがこ椚曲芸技を取り上げている（。もっとも  
ここで論じているアクロバティッタな綻ば、上記び〕事例のようなサー鵬カスとか誰伐といった分  
野のものでトはなくて、川劇とか京劇といった中国の伝統演劇の 〈≠場面に取り込まれている音翫こ  
ついて述べたものである。登場Å物の感情の職級がアクロバティックな技によってヴィヴィッ  
ドりに強調番れている。ほんとうに諸種のジャンルの芸能に曲芸榔ま雲Jぐり込んでいるのである。  
圭ヨ本坑）伝統演劇び）場合で‰、歌舞伎の立ち回りなどのケレン味のある維はそれであり、能でも、  
倣附弥の花音云苦が記す す‾珍しきが花」の －i珍L登”なども考えようによっては、こ〝〕桟に連な  
るもと言えるのかもしれない。さらにまた、、 シヤー仰㌢ニズムにおいても同様び〕ことが確認でき  
私∴寛≠赤に焼けた農具職級椚刃を舌でペロリと舐めてみせるとか∴紆のムシロの上ぷ磯凝が  
るとかといった生命′の危険を感じさせるような技や、昏倒神懸か噂Ll∴ ナイフを腹に刺され  
ても何ともないインドネ・シア旬 パ】＝鋸甘掛率達郎技などである。こういったシヤー鵬マエステッ  
タな技は、北東アジア撼に限らず、中東アジアに車3西アジアにも、それ以外♂〕地にても色々と  
伝承されて㌦篭るのである。サーカスの綱渡りの演じ手が綱汐）途中で地面に落下しそうになる、そ  
う㌦包う危うも〆ち州仙儲をよくやってみせるが、こうな匂う “きわどき”を各種芸能が取り込んでいるの  
は、仙一体と首ういうことなのであろうか？ひょっとLたら、演じ手が生身の人間だからそうなの  
でほなかろうかとも思う。。   
ともかく、洋の東西を関わずに分布Lている、アクロバティッタるご技の発祥地は一体と㌢の辺  
にあったと考える㌔菟きなのであろうか？杉LLに郎が『遊民の系譜 ユ、－ラシア鞘漂泊者たち』  
で、このことを≠ユーラシアの広がりの中で考察L．、ジプシ岬一に話が及んでいた（注腑。そのあ  
たをプの是非を含めてこれを突き詰めて行くこともまた、ひとつプラ政界民俗芸能比較論の課題な  
げ）だと思う（ 
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注4  注2に同じ  
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